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限られて るがゆえに、市中の古本屋は、様々な知識体系・学術情報にアクセスするために不可欠抜け道となる。外国人研究者にとっては特 そうだし、ヤンゴン市民にとっても同様だ 古本屋が並ぶ一帯では、通行人が足下に目を向けながら進んでいく。　
利用しているうちに、顔なじみ
の店ができてくる。やがて、注文して本を探してきてもらうようになる。こちらの関心領域を把握した古本屋は、逆に関係しそうな本の売り込みをしてくるようにもなる。まるで、大手通販サイトのサービス ように。熟練した古本屋の知識量は膨大 あ それゆえ、良い古本屋は学生や研究者にとって、ミャンマー語図書の最良のレファレンス係であり、研究パートナーとなるのである。
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（2015 年 7 月、筆者撮影）
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年始まったことではない。　「パレッパウン・テッカトー」 、あるいは「ランベー・テッカトー」というミャンマー語の言葉がある。それぞれ「歩道上の大学」 、 「道端の大学」といった意味で、路上の古本屋のこ を指している。ミャンマーにおける古本屋の歴史は、近代出版物が導入さ 始め 植民地時代にさか ぼる。当時の古本屋も、知識の伝達経路にお て重要な役割を担っていた。古本屋から大きな「学恩」を受けたミャンマー人知識人らが、親しみと敬意をこめて、こう呼ぶのである。そのような知識人の古本屋との関わりを、彼らの回想録からひろってみたい。　まず、二〇世紀を通じて作家、
ジャーナリストとして活躍したゼーヤーの経験をみてみよう（参考文献①） 。ゼーヤーは高校修了後の一九二〇年、二〇歳のときに初めてヤンゴンを訪れた。大学に進学する機会こそ得られなかったが、雑誌『ダゴンマガジン』編集の仕事をきっかけに、出版業界でのキャリアを形成し いく。 んな彼が、見識 広めるきっかけとなった古本屋との交流について記している。　
彼が少年時代を過ごした二〇世





いう彼の希望を満たし のは、路上の古本屋だった。南インド系住民が、捨てられた本や雑誌を拾ってきて売っていたという ここでは、状態こそ悪いも の、様々な分野の本を格安で入手でき 。読書経験を蓄積し、視野が広がるにつれて本への要求は高度化する。やがて、古本屋に対 本を効率的に集める方法を提案するに至る。その方法とは イギリス人が多い地区を回り、彼らが捨てた本を従者であるインド人から買い集めるというものだった。この は功を奏し、ほどなく流通ルート 確立されると、古本屋街も成長を遂げていった。　
ゼーヤーは、古本屋の記憶を次
のように結んでい 。「我々のように、運に恵まれず大学に進学できなかった者は、大学で得られるはずの知識や見識を自力で支払える少額の金銭を払って、そうした古本屋から得たのだった。まったくもって、古本屋は貧者の大学であっ 。彼らへ 恩は大きい。 彼らがいなければ、 我々
が広い知識を得ることはできなかった。 」　
ジャーナリスト・グェウーダウ
ンも、古本屋稼業の経験を回想録に残している（参考文献②） 。一九一五年生まれの彼は、ゼーヤーよりも若干遅く、一九三一年にヤンゴンへやっ きた。日本軍占領時代に古本屋を営んだ経験がある。場所は、シュエダゴンパゴダの東側参道。開店こそ たものの、本の仕入れが不安定で、閉店していることもしばしばあったという。店には、遠方からの買い付け客が訪れていた。本の流通機構が未整備だった時代にあって、遠隔地への本の流通を担ったのは、このような個人的な業者の活動であったようだ。　
民間の図書流通ネットワークは、
独立時の図書館復興にも貢献している。当時ヤンゴン大学図書館で勤務していたタイッソー 回想している（参考文献③） 。ヤンゴン大学図書館は市内有数の大型図書館だったが、戦災により損傷し、多くの蔵書が失われた 独立後、図書館の再開に向けてミャンマー語資料を中心に蔵書の再収集が行われる。このとき、個人の蔵書家が収集していたミャンマー語定期
マンダレー　夜市の古本屋（2015 年 7 月、筆者撮影）
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開放政策により ヤンゴンを じめとする各都市 自動車の急増
に悩まされている。とりわけ、植民地時代以来の道路構造であるヤンゴン中心市街地の状況は悲惨である。かつて広幅員だった歩道は、車道と駐車スペースを確保す ために多くが削り取られた。通行の妨げになる露店への風当たりも強まる一方で、行政による出店規制強化が進む。古本屋への影響も避けられないだろう。　
次に、公的機関の整備による環
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